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＜備 考＞ 

・掲載入試年度：2023 年度 

① 語学の基礎力を試す問題（日本語を第一言語とする方は英語の問題、

外国人留学生は日本語か英語の問題を選択） 

② 日本語教育学（目安として、日本語教育能力検定試験の範囲内）の基

礎知識と理解力を試す問題 
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2023 年度 麗澤大学大学院言語教育研究科 

日本語教育学専攻修士課程Ⅰ期 

一般・社会人選抜  入学試験問題 

 

Ⅰ．【選択問題：日本語を第一言語とする者は(A)に解答すること。日本語を第一

言語としない者は、(A)または(B）からどちらかを選んで解答すること】 

 

(A)【選 択】 

 以下の文章で、(1)下線部が何に言及しているか、そして(2)どのような問題を生むとさ

れるのか、述べてください。 

 

 

 

 

＜220words 程度の英文が入ります＞ 

 

 

 

                      The World Bank のサイトより一部改編  
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 (B）【選 択】（日本語を第一言語としない者のみが選択できる問題）（40 点） 

 以下の問題文を読んで、問１から問２の問題に答えなさい。（ 

 

あなたは同僚と食堂の入り口にいます。そこに出されている「本日の特別メニュー」のサ

ンプルを見て、あなたは同僚に「これにしようかな。これ、おいしいと思う？」と尋ねま

した。それに対する同僚の返事が以下の A~C であった場合について、後に続く問いに答え

なさい。 

 

A:「おいしいです。私もそれにします。」 

B:「おいしそうです。私もそれにします。」 

C:「おいしいそうです。私もそれにします。」 

 

問(1) 上の A~C の下線部分をそれぞれ文法的に説明しなさい。 

問(2) 上の回答 A~C はそれぞれどのような意味を表しますか。どのような状況の時に用い

られるかを中心に具体的に説明しなさい。 
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Ⅱ．【全員が解答する問題】 
 次の事項のうち、３つを選び、具体例を挙げて説明しなさい。 

 

   結束性（coherence） （→初） 

   有声音と無声音 （→初） 

   現場指示と文脈指示 （→初） 

   関係節 （→初） 

   上位語と下位語（→2007-2） 

   ポライトネス・ストラテジー （→初） 

   JSL と JFL （→初）  

   CEFR（Common European Framework of Reference） （→初） 
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Ⅲ．【全員が解答する問題】（40 点） 

 次の(1)、(2)の問題に答えなさい（(1)、(2)両方とも解答すること）。 

 

(1) 以下の文章の①～⑩の（   ）に入れるのに最も適当なものを、ａ～ｖのうちからそ

れぞれ１つ選びなさい。解答はすべて記号で答えなさい。なお、同じ番号の（   ）に

は同じものが入る。 

 

外国語教育の分野では、学習者の誤用に対する考え方やその扱い方が大きく変わってき

た。行動主義言語学を理論的基盤とした教授法である（ ① ）の時代には、誤りは正し

い（ ② ）を阻害するとして排除すべきものだと考えられていた。しかし、現在は意味

を中心としながらも必要に応じて形式に焦点化する（ ③ ）が提唱されるようになって

おり、訂正フィードバックは誤りを排除するためではなく学習者に気づきを起こす方法と

して捉えられるようになっている。特に、コミュニケーションの流れを止めずに暗示的に

正用を提示する（ ④ ）の効果が注目されている。ただし、（ ④ ）は気づかれにくい

という欠点があり、学習者が気づくかどうかには、記憶と保持の両方を担う（ ⑤ ）の

容量が影響するとも言われている。また、訂正フィードバックは、ヴィゴツキーを中心と

する（ ⑥ ）の分野でも注目されており、この分野の重要な概念である（ ⑦ ）の領

域内での足場かけとなるような訂正フィードバックが発達を促すとされている。さらに、

どのような誤用にフィードバックをするかということも重要な点であり、意味の理解やコ

ミュニケーションの支障とならない（ ⑧ ）へのフィードバックは教師としては躊躇さ

れるところもあるが、気づきを促すには適度なフィードバックは必要であろう。 

一方、第二言語習得研究の分野では、1960 年代後半の（ ⑨ ）分析が盛んに行われた

時代には（ ⑨ ）をみることで言語習得のプロセスがわかると考えられ注目されたが、

その後の（ ⑩ ）の時代には、誤用をみるだけでは学習者の言語発達の全体像はわから

ないと考えられるようになっている。 

 

ａ．リキャスト  ｂ．グローバルエラー   ｃ．ワーキングメモリ 

ｄ．プロンプト  ｅ．対照分析  ｆ．コミュニカティブアプローチ  
ｇ．言語心理学理論  ｈ．手続き的知識  ｉ．フォーカスオンフォーム   
ｊ．習慣形成  ｋ．中間言語分析   ｌ．フォーカスオンミーニング   
ｍ．母語   ｎ．教授可能領域  ｏ．フォーカスオンフォームズ   
ｐ．社会文化理論  ｑ．ローカルエラー  ｒ．オーディオリンガル法  
ｓ．行動主義心理学  ｔ．最近接発達領域  ｕ．誤用  
ｖ．ナチュラルアプローチ   

 

 

(2) 日本在住の就労者に対しては、どのような言語教育が必要か。コミュニケーション能

力養成の観点から具体的に論じなさい。 

（学習目標、学習項目、教え方、評価などの観点を含めて述べること。具体的な学習

者集団を想定して書ければなお良い。） 
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2023 年度 麗澤大学大学院言語教育研究科 

日本語教育学専攻修士課程Ⅱ期 

一般選抜  入学試験問題 

 

Ⅰ．【選択問題：日本語を第一言語とする者は(A)に解答すること。日本語を第一

言語としない者は、(A)または(B）からどちらかを選んで解答すること】 

 

(A)【選 択】 

 以下の文章を読んで、(1)下線部①について具体的に説明し、 (2) 下線部②で明らかに

なった二つのことがどのようなことか、述べてください。 

 

 

 

 

＜270words 程度の英文が入ります＞ 

 

 

 

BRITISH COUNCIL のサイトより一部改編  
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 (B）【選 択】（日本語を第一言語としない者のみが選択できる問題）（40 点） 

 以下の説明文を読んで、問１から問２の問題に答えなさい。（ 

 

日本語には、感情や感覚の主体として話し手以外を取ることができない述語があるこ

とが知られています。例えば、「足が痛いです」の主体になることができるのは、通常

話し手のみで、「あなたは足が痛いです」ということはできません。この現象を「人称

制限」と呼びます。 

 

問 1. 

次のうち、人称制限が他と異なる述語を含む文はどれか、答えなさい。 

 

1. タバコのにおいがイヤです。 

2. お礼が言いたいです。 

3. ピアノが欲しいです。 

4. コーヒーが好きです。 

5. 明日は雨だと思います。 

 

問 2.  

人称制限がある場合でも、文末表現を工夫すると、感情・感覚の主体が話し手以外に

なる文を作ることができます。「あなたは足が痛い」を例に、話し手以外の主体が来

ることができるような文末表現に修正しなさい。また、その表現が自然に成立する

理由を述べなさい。 

 

 

  



10 

Ⅱ．【全員が解答する問題】 
 次の事項のうち、３つを選び、具体例を挙げて説明しなさい。 

 

   有標と無標 （→初） 

   撥音 （→初） 

   変格活用 （→初） 

   ダイクシス （→初） 

   複合語（→2007-2）  

   コード・スイッチング（code-switching） （→初） 

   コミュニケーション・ストラテジー （→初）  

   ピア・レスポンス （→初） 
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Ⅲ．【全員が解答する問題】（40 点） 

 次の(1)、(2)の問題に答えなさい（(1)、(2)両方とも解答すること）。 

 

(1) 以下の文章の①～⑩の（   ）に入れるのに最も適当なものを、ａ～u のうちからそ

れぞれ１つ選びなさい。解答はすべて記号で答えなさい。なお、同じ言葉は一度しか使え

ません。 

 

コミュニケーション能力の育成を目的とするコミュニカティブ・アプローチでは、文型

を易しいものから難しいものへと並べる（ ① ）シラバスではなく、概念シラバスや

（ ② ）シラバスが使われる。また、機械的な練習方法である（ ③ ）のような練習

ではなく、コミュニケーションを重視した練習が行われる。その活動では、タスクが重視

され、真の情報交換が行われるように、学習者同士に異なる情報を持たせた「（ ④ ）の

ある活動」が行われる。しかし、（ ⑤ ）が身につきにくいという欠点もあり、近年では、

意味のあるやり取りを中心にしながらも必要に応じて（ ⑥ ）に注意を向けされること

が言語習得を促すと考える「フォーカス・オン・フォーム」が提唱されている。さらに、

（ ⑦ ）と呼ばれる内容を重視した内容言語統合型学習も注目されている。言語教育に

おいて重要なことは、文法などを説明できる知識ではなく、無意識的に使うための（ ⑧ ）

知識をつけさせることであり、そのためには豊富なインプットの中で（ ⑨ ）を起こさ

せることや、意味のあるアウトプットを繰り返すことで（ ⑩ ）を促進していく必要が

あるとされている。 

 

ａ．正確さ  ｂ．言語形式   ｃ．インフォメーション・ギャップ

ｄ．意味  ｅ．機能  ｆ．パターン・プラクティス  
ｇ．構造  ｈ．気づき  ｉ．暗示的  
ｊ．談話能力  ｋ．自動化   ｌ．リピーティング   
ｍ．明示的   ｎ．CLIL ｏ．CALL  
ｐ．宣言的  ｑ．定着化  ｒ．方略的能力  
ｓ．TPR ｔ．修正  ｕ．意味交渉  

 

 

(2) e ラーニング（e-Learning）の特徴を挙げ、日本語教育で適用する場合、どのような

利用の仕方ができるかを述べ、また、その利点と課題について述べなさい。 

 
 


